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巻 頭 言
　毎年，夏季休暇には本職である昆虫の生態研究のため，東南アジアの熱帯林に出かけている。今年
は 8 月に，ボルネオ島とマレー半島を訪れた。ボルネオ島は何度も訪れているが，今回はいつも行く
マレーシアのサバ州やサラワク州ではなく，初めてブルネイというイスラム色の強い国に入った。ブ
ルネイは石油と天然ガスを産出し，国民 1 人あたりの GDP は日本の上をいく。教育費や医療費が無
料という羨ましい状況で，お酒が飲めないことを除けば実に暮らしやすそうな国であった。ただし肝
心の研究成果はさっぱりで，泊まったホテルのすぐ横から熱帯林に入れるのに，目的のクロツヤムシ
など甲虫の姿はほとんどなく，惨敗を喫してしまった。
　ブルネイからマレー半島に渡り，それまで行ったことがないブキティンギ・ヒルリゾートという場
所を訪れた。ここはマレーシアの首都クアラルンプールの街から専用バスで 1 時間ほど走った所にあ
る。標高 800 ｍの熱帯林の中に，ヨーロッパの田舎町を模した可愛いリゾートランドが出来ていて，
少し離れた場所にはなぜか茶室付きの日本庭園まであるという不思議な場所だ。私と友人は，とある
イタリアン・カフェ風の店でパスタを食べた後，背後のジャングルに分け入ったが，ここでも良い成
果は得られなかった。このように研究面では大失敗の旅行であったが，フィールドワークでは珍しい
ことではなく，逆に初めての場所を 2 つも訪れることができて満足度は高かった。
　初めて東南アジアの熱帯林を訪れたのは 26 歳のときで，それから 40 年近く，毎年のように熱帯に
通っている。なぜこんなに熱帯が好きなのかと考えたら，それは恐らく熱帯の多様性のためだと思え
る。以前「昭和学報」（第 522, 523, 538 号）に執筆した「フィールドワークのたのしみ」の中で，熱
帯の魅力は動植物，人，食，そして危険などさまざまなものとの出会いがあることだと書いた。も
ちろんこれらは他の地域でも出会えるものだが，熱帯には他とは比べものにならない多様性があり，
「雑多」とも言えるその魅力に取り憑かれ，足腰が弱ってきた今でも熱帯に出向いている。
　多様性は現代社会においても重要なキーワードである。「グローバル社会」とはつまり，多様性を
知り，それを認めて生きていく社会だからだ。思えば，近代文化研究所所員の専門分野も実に多様だ。
所長を拝命し，「学苑」の編集にも携わる中で，所員をはじめとする多くの方の論文原稿に接し，そ
の多様性を楽しみ，勉強させていただいたと感じている。今回で 14 冊目を迎える近代文化研究所紀
要であるが，奇しくも男性所員ばかりの論文となった。分野も歴史，建築，環境，文学と多岐に亘っ
ており，楽しんで読んでいただける内容となっている。 （近代文化研究所長　常喜　　豊）
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